
本改正案は、社会貢献活動等を行う通信として、アマチュア無線を使用させる・推奨するというものではなく、無線システムの選択肢の一つとしてアマチュ
ア無線も使用することができることとするものです。※このため、アマチュア無線を使用しない、業務用無線を主としアマチュア無線を補助的に使用するなど、様々な対応が考えられます。

アマチュア無線を身近な活動へ ～アマチュア無線を社会貢献活動で活用～

●災害ボランティアでの活用（例）

非常災害 避難所・ボランティアセンターの運営

がれきの撤去

支援物資の
仕分け・運搬

避難情報の収集・避難者の誘導

避難所運営・
安否確認

情報伝達・
災害救助活動の支援

消防団活動の
連絡補助 倒壊家屋の片付け

自主防災活動

マラソン大会・
体育大会

祭り・地域行事

非常災害時（事前・直前準備、訓練含む。） 災害復旧時

●ボランティア活動・地域活動での活用（例）

地域の清掃活動

地域の観光案内

消防団活動

非常災害時等のボランティア活動や地域における活動において、アマチュア無線を身近なく
らしの中で活用できるようにします。これにより、アマチュア無線のより一層の活用が期待
されます。

継ぎ目のない支援

アマチュア無線有資格者がアマチュア無線局を開設して行うものです。
企業等の営利法人等の営利活動のためにアマチュア無線を使用することはできません。
アマチュア無線局免許人に社会貢献活動等を強制するものではありません。

被災状況の確認

炊き出し

被災家屋の清掃

児童の登下校補助 電波教室

被災者の集い

地域の奉仕作業
（自治会活動等）

植林活動

ボランティア活動・
地域活動との連携

消防団活動
（防火パトロール、
火災予防運動）

消防団活動
（遭難者捜索）

地域交流イベント

学校行事 有害鳥獣対策

ボランティア活動・
地域活動との連携

ボランティア活動・
地域活動との連携
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